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で塩水選を行い，温湯消毒機（湯芽工房）を用いて 60℃で 10 分間温
湯消毒をし，5 日間浸種した後，温湯消毒機（湯芽工房）を用いて 30℃
で 10 時間催芽処理を行った．催芽種子は，4 月 18 日に 60cm×30cm
×3cm の田植機移植用育苗箱に乾籾換算で 80g/箱を播種した．育苗用





代掻きの計 2 回行った．移植は 5 月 17 日に 4.0 葉程度の中苗を 1 株あ
たり約 3 本として，栽植密度を 1 ㎡あたり 20.8 株（30cm×16cm）に
設定し，六条乗用側条施肥田植え機で移植した．  
 
 ２．試験圃場および試験区  
 
試験圃場は堆肥を 10a あたり 2t 連年施用した圃場を使用した．2007






 試験区の概要は第 1 表に示した．試験区は雑草防除法の違いにより，
米ぬか区，米ぬか＋機械区，米ぬか＋コイ区，紙マルチ区，対照区（機
械除草区）の 5 試験区を設定した．面積は，米ぬか区，米ぬか＋機械
区，米ぬか＋コイ区はそれぞれ 5a，紙マルチ区は 3 .5a，対照区は 1.5a
とした．また 1 試験区につき 3 反復，調査区を設置した．  
 試験区には基肥として発酵鶏糞を 10a あたり 100kg（成分は窒素
2.5％，リン酸 5.5％，加里 3％），天然素材を 10a あたり 80kg（成分




あたり 100kg をいずれも移植日当日の 5 月 17 日に手で表面散布し（写
真２），その後湛水した．  
米ぬか＋機械区と対照区は，竹箒を利用して作成した簡易除草機と
市販の手押し除草機を使用した．箒除草を 6 月上旬に 1 回，機械除草
を 6 月下旬と 7 月中旬に 2 回，計 3 回行った．また，人力による機械
除草は株間，条間ともに行った．  
 米ぬか＋コイ区のコイは 6 月 14 日に全長平均 15 .3cm，体重平均











る目的で試験区全体に米ぬか 1kg を，放飼期間中計 10 回投げ与えた．  
 紙マルチ区は，専用の田植え機を用いて再生紙マルチを被覆しなが
ら移植を行った．栽植密度は 1 ㎡あたり 20.8 株（30cm×16cm）で同




  （１）土壌の酸化還元電位と地温の調査  
 
 土壌の酸化還元電位調査は，東亜電波工業社製のポータブル ORP 計
シリーズ RM－12P を使用して 1 試験区あたり 3 反復で行った．生育
調査区周辺の株間に深さ 1～2cm に白金電極を設置し，移植後 6 時間
後から，6 時間おきに 48 時間測定し，その後 5 月 24 日まで 1 日 1 回
測定した．その後は電位計が壊れてしまったため，6 月 8 日から再開
し，7 月 12 日まで約 1 週間ごとに測定を行った．さらにそれと同時に




  （２）雑草調査  
  





積は 30cm×30cm の 0.09 ㎡とし，1 試験区あたり 3 反復で行った．そ
れぞれ調査区内のすべての雑草を抜き取り，コナギ，ホタルイ，その
他に分けて本数を数えた．ただし，6 月 12 日には紙マルチ区では雑草
がまったく見受けられなかったので行わなかった．その後，根に付着
した泥やごみを洗い落とし，80℃で通風乾燥後，乾物重を測定した．
雑草発生本数と雑草乾物重は 1 ㎡あたりに換算した．  
 
  （３）生育調査  
 
 生育調査は，各試験区で周囲を含めて欠株のない 10 株（5 株 2 畦）
を 1 つの調査区として， 1 試験区あたり 3 反復行い，草丈，茎数，葉
数，葉色の 4 項目について調査した．草丈，茎数，葉数は 5 月 31 日





  （４）イネミズゾウムシ調査  
 
 イネミズゾウムシ調査は，1 試験区あたり 40 株，3 反復調査とした．
6 月 5 日に発生しているイネミズゾウムシの 1 株あたりの個体数と食
害程度を調査した．個体は地上部で確認されたものを記録して，食害
程度はその生育時期の最上位展開葉に食害が見られたものを 3 として，





害が見られたものを 1 として，3～0 の 4 段階であらわした．  
  （５）病虫害調査  
 






あれば 2 として，さらにその下の節間にあれば 1 として，病斑なしは
0 として 3～0 の 4 段階であらわした．また，ニカメイチュウおよびツ

















   
（７）収量および収量構成要素  
 
 9 月 27 日の収穫時に収量および収量構成要素の調査を 3 反復ずつ行






地点の周辺から各地点の平均的な穂数を持つ株を 1 反復あたり 5 株掘
り取った．各株の平均的な穂 4 本を選出し，1 反復あたり 20 穂の籾数
を精製し，比重 1.06 の塩水選を行い，登熟籾と不登熟籾とに分別しそ
れぞれの粒数を測定してから登熟歩合を算出した．さらに各株から全
長の長い順に 3 茎選出し，1 反復あたり 15 本の穂長と稈長，節間長を
測定した．玄米千粒重は玄米 20g を秤量し，その粒数から算出した．
また収量調査の刈り取り時に倒伏程度を調査し，完全倒伏したものを
5，倒伏なしのものを 0 として，5～0 の 6 段階であらわした．  
 
  （８）米の外観品質調査  
   
 米の外観品質調査は，各試験区から収穫された米の中から 300 粒選
出して，300 粒中に完全米，青米，死米，乳白米，腹白米，茶米，胴

































































































































































  （１）気象経過 
 本年および 2006 年の旬別平均気温，降水量，日射時間を第 1 図に示
した．本年の平均気温は 5 月中旬から 6 月上旬，6 月下旬から 7 月中
旬において 2006 年より低かった．本年の平均降水量は 5 月上旬，5 月
下旬から 6 月上旬，8 月上旬から 9 月上旬，9 月下旬で 2006 年より多
かった．本年の平均日射時間は 5 月上旬から 5 月中旬，6 月中旬，7 月
下旬から 9 月中旬において 2006 年より多かった．本年は 2006 年と比
較して全体的に天候良好年であった． 
 
  （２）生育概要 



















































































































































































第 1 図 旬別平均気温，降水量，日照時間 
 
第 2 表 生育状況 
最大草丈 最高茎数 穂数 有効茎歩合
（cm） (本/㎡) (本/㎡) （％）
114 499 359 72.0 8月9日 8月11日 1.3
116 456 337 73.9 8月8日 8月11日 1.3
125 362 354 97.8 8月11日 8月14日 2.7
125 596 436 73.2 8月10日 8月13日 3.3
































   
（１） 土壌の酸化還元電位の推移 
 




までは－50ｍＶ程度を推移した．その後は徐々に低下し，5 月 24 日に
は－250ｍＶ程度まで低下した．対照区では，24 時間後までは－100ｍ
Ｖ程度まで徐々に低下したが，48 時間後まで－50ｍＶ程度を推移した．

















  （２）地温の推移 
 移植後 48 時間の地温の推移を第３図に示した．いずれの試験区も日
中は地温が 20℃前後まで上昇し，夜間は 16℃前後まで低下した．試験
区間で特に大きな差異は見られなかった． 







































































































































































































































































































































第 5 表 雑草個体数（6 月 12 日） 
2619 ± 593 215 ± 65 33 ± 19
1759 ± 383 226 ± 26 181 ± 77
1681 ± 386 219 ± 113 56 ± 17
0 ± 0 0 ± 0 0 ± 0



























a  a  

























第 6 表 雑草個体数（7 月 19 日） 
2437 ± 259 285 ± 108 70 ± 10
1856 ± 280 174 ± 55 93 ± 38
519 ± 458 7 ± 4 7 ± 7
56 ± 17 0 ± 0 4 ± 4
1148 ± 56 74 ± 32 607 ± 297対照区


































   
（１）イネミズゾウムシ調査 
  












































第 4 表 いもち病，紋枯れ病発生状況 
0.06 ab 0.08 a 0.18 a
0.06 ab 0.08 a 0.04 a
0.02 b 0.11 a 0.13 a
0.16 ab 0.14 a 0.08 a




















0.16 a 2.69 c
0.21 a 2.78 c
0.42 a 2.98 a
0.95 a 2.97 ab


















程度であった．対照区では，生育全般を通して 1 番低く推移した． 






 第 9 図に葉数の推移を示した．葉数は生育期間を通して，どの試験
区でも同じくらいの推移であった．しかし紙マルチ区では，6 月中旬
から 7 月上旬まで他の区と比較してやや低かった． 
 第 10 図に葉色値の推移を示した．葉色値は米ぬか区，米ぬか＋コイ
区，紙マルチ区，対照区は最高分げつ期以降低くなり，8 月下旬まで






































































































































 第 11 図に収穫期における器官別乾物重を示した．紙マルチ区でその
他の区と比較して有意に大きかった．米ぬか区，米ぬか＋機械区，米
ぬか＋コイ区，対照区では，有意差が認められなかった． 




















































５％水準で有意差がないことを示す．                                                                     
a 
b 












1.16 ab 0.53 a 1.09 a 1.51 a 2.19 b 5.16 b 8.86 b
1.09 ab 0.56 a 1.20 a 1.45 a 2.44 ab 5.91 ab 9.80 ab
1.17 ab 0.61 a 1.21 a 1.27 a 2.26 b 5.94 ab 9.47 ab
0.94 c 0.54 a 1.13 a 1.53 a 2.85 a 7.15 a 11.53 a




























 第 11 表に玄米の食味値およびタンパク含有率を示した．食味値，タ
ンパク含有率について，有意な差は認められなかった． 






















全重 精籾重 藁重 籾/藁 総玄米重 屑米重 精玄米重
（g/m2） （g/m2） （g/m2） （g/m2） （g/m2） （g/m2）
1018 c 472 b 546 c 0.87 ab 387 bc 10 bc 377 a
1140 b 542 ab 598 b 0.91 ab 448 b 24 b 424 a
1070 bc 520 b 550 c 0.94 a 428 bc 17 bc 411 a
1356 a 610 a 746 a 0.82 ab 514 a 94 a 420 a























第 10 表 収量構成要素 
穂数 一穂籾数 籾数 登熟歩合 千粒重
（本/m2）（粒/本）（1000粒/m2） （%） （g/1000粒）
231 bc 87 c 20.0 cd 88.9 a 21.2 a
246 b 104 b 25.7 b 88.0 a 21.3 a
208 cd 106 b 22.2 bc 88.6 a 21.9 a
275 a 126 a 34.5 a 73.8 b 21.5 a










19.2 bc 76.8 d 34.8 de 18.7 b 12.8 b 7.5 b 3.2 b 0.1 b 0.0 a
19.5 bc 79.1 cd 36.1 cd 18.7 b 12.7 b 7.4 bc 3.7 b 0.1 b 0.0 a
20.7 a 82.7 b 38.9 a 19.3 b 13.4 b 7.3 cd 3.6 b 0.3 b 0.0 a
19.2 bc 94.6 a 37.6 b 20.5 a 17.4 a 11.3 a 5.8 a 1.9 a 0.2 a
18.6 c 71.9 e 33.7 e 17.1 c 11.6 c 6.6 d 2.9 b 0.2 b 0.0 a
Ⅶ
伸長節間長　(cm)














第 11 表 食味値およびタンパク含有量 
食味値 タンパク タンパク質含有率 水分率 アミロース 脂肪酸
（％） （％） （％） （％） （KOHmg／100g）
82.0 a 5.1 a 6.1 a 15.8 a 19.1 ab 16.2 ab
79.7 a 5.4 a 6.4 a 15.4 a 18.9 b 15.6 b
79.7 a 5.4 a 6.5 a 15.6 a 19.2 a 17.2 a
81.7 a 5.1 a 6.1 a 16.0 a 19.2 a 16.1 ab












第 12 表 玄米の外観品質 
完全米 青米 死米 乳白米 腹白米 茶米 胴割れ米
93.0 a 0.0 b 0.2 a 4.8 a 1.6 a 0.3 a 0.1 a
94.8 a 0.0 b 0.0 a 4.1 a 0.9 a 0.0 a 0.2 a
93.1 a 0.2 b 0.2 a 3.5 a 2.6 a 0.0 a 0.4 a
91.4 a 0.1 b 0.0 a 5.7 a 1.8 a 0.6 a 0.4 a



















































Weed Control by Surface Scatting of Rice Bran and Paper Mulching 
and the Effect on Growth and Yield in Organic Rice Cultivation 
 
                                                 Kanako Aikawa 
 
   I investigated the effects of rice bran and paper mulching on 
growth and yield of paddy rice in organic clture. 
   I installed five plots； scatting rice bran (Rice bran plot), 
combination of scatting rice bran with weeder (Rice bran＋Weeder 
plot), combination of scatting rice bran and weeding by carp (Rice 
bran＋Carp), weeding by paper mulching (Paper Mulching plot) and 
two times weeding by weeder (Control plot). 
 In all stages of rice growth, weeding by Paper Mulching plot 
was highly effective. In Rice bran plot, Rice bran＋Weeder plot, 
Rice bran＋Carp plot and Control plot, the volume of weeds was more 
than Paper Mulching plot. The effect of Rice bran＋Carp plot was 
unstable. Control plot was not effective for weeding in comparison 
with other methods. 
   Because there was no competition with weeds, the growth of rice 
was best in Paper Mulching plot. The fertilizer effect of rice bran 
appeared for the large tiller numbers and long length of rice plant 





＋Carp plot. Rice bran＋Carp plot had bad effect on the growth of 
rice by the deep flooding management. In Rice bran＋ carp plot, top 
internode length was longer than that in other plots. The highest 
brown rice yield was 424g/ ㎡  in Rice bran ＋ Weeder plot and 
followed by Paper Mulching plot, and Rice bran＋Carp plot. For 
yield components, Paper Mulching plot had the highest panicle 
numbers and high number of grains per head. In five plots, 
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